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究センター)
対応者 :川本芳
兵庫県に生息しているニホンザルは分布情報から6
つの地域個体群 (美方,城崎,篠山,神河,南光,淡路)
に分けられている.生息地間の距離が最も近い篠山,神
河個体群間でも約40km分布距離が離れており,分断と
孤立化が顕在化している.報告者は,昨年度に続き兵庇
県内に生息しているメス個体のミトコンドリアDNAの
Dループ第1可変域,第2可変域の塩基配列を分析した.
各地域個体群で異なるハプロタイプを検出した.美方や
城崎に生息している群れと篠山に生息している群れで､
特に遺伝的距離は大きく離れていた.神河は美方および
城崎の群れに近い塩基配列を示した.また,さらには節
1可変域の分析では,同じ篠山地域個体群に届する篠山
A群,篠山D群で群れ間において,異なったハプロタイ
プを認めた.ハプロタイプの違いは最終氷期に分断隔離
された地域個体群に生じた分化が反映している可能性
が高いが,過去の生息情報を分析すると,古くから捕雑
圧が高い地域が多く,群れの消滅も多い.捕獲による影
響も考えられた.今後は兵庫県でまだ分析されていない
群れのサンプル採取と分析を進める一方,ミトコンドリ
アDNAの特性を利用して,地域個体群,及び群れ間の
オスの移動情報を収集する予定である.これらの情報は
ニホンザルの保護管理に有益な資料として用いられる
と思われる.
